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黒 磯 ロ ータ リ ー ク ラ ブ 会 報 
会  長：荒牧明二 幹  事：安藤讓治 
事務局：食健サロンゑゑ塩梅 
    代表 安藤讓治 
   〒325-0055 那須塩原市宮町2-8 
   TEL:0287-73-5101・FAX:0287-73-5102 
   E-mail:hideki_akiba@akibacorp.com 
例  会：国民の祝日を含まない週の水曜日 
             12:30 – 13:30 
    割烹石山  那須塩原市本町 5-5 
 

第2944回 荒牧年度 第15回例会会報 2021-12-8 司会村山茂君 

欠席の場合は前日 9 時 30 分までに次のいずれかにご連絡を。電話 62-0128、FAX62-1076 （以上石山桂子） 
                          メール  qqvn2bz9k@sound.ocn.ne.jp 

出席報告  出席委員会片田航介 君 （出席規定の免除会員数7名） 

例会日 会員数 出席数 欠席数 出席率 MU 数 修正出席率 

本日 12月8日 37（7） 34（5） 3（2） 97.1％ 

前回 12月1日 37（7） 35（7） 2（0） 94.5％ 2 97.1% 

 
国際ロータリー会長：シェカール・メータ 
第 2550 地区ガバナー： 石田順一 
事務所：〒321-0945 宇都宮市宿郷5-21-15 
      ベルヴィ宇都宮内 
      TEL：028-651-2550 
      FAX：028-651-2551 
      E-mail: m2550@agate.plala.or.jp  
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 会長挨拶 荒牧明二会長 

 皆様こんにちは、1941年12月8日、日本陸軍は
英領マレー半島を、海軍はハワイ真珠湾を攻撃。  

米英と戦争状態に入った日です。 

 それから約4年であの無残な敗戦を迎えることに
なります。日本人約300万人が犠牲になりました。  

 戦争ほど無残なものはない戦争ほど醜いものは
ない。当たり前ですが、戦争はしない方が良いと
思います。今も世界中で30数箇所で争いが続い
ております。 

 話は変わります。宮沢賢治は童話「グスコーブド
リの伝記」で、二酸化炭素のもたらす温室効果に
より、冷害で苦しむ農民が救われる物語を描きま
した。1932年発表で間もなく90年になります。寒
冷地での苦悩に胸を痛めた賢治の目には、温室
効果は未来への希望と映ったと思います。 

 今日、その温室効果が、人類の直面する脅威の
一つに挙げられています。海面上昇による島しょ
国・臨海都市の水没や、暴風雨や熱波などの極
端な気象現象の増加が懸念されています。 

 今こそ地球温暖化の防止への努力を始めよう。
1997年12月京都で開かれた国連気候変動枠組
条約第3回締約国会議（COP3）を契機として、例
年、この時期に温暖化防止が呼び掛けられてい
ます。 

 日本はこの会議で2回目の受賞をしました。「化
石賞」これは、2009年11月からCOPなどの主要
な機構行事が開かれるたびに、気候変動への対
応が後ろ向きな国などに「本日の化石賞」と言う
汚名を着せている。化石燃料の退出に消極的
だったり、温室ガスの削減目標を示さなかった国
に出すそうです。 

 今年の冬は、経済産業省の見通しでは電力需
給が過去10年間で最も厳しくなると言われていま
す。 

 ガソリンや灯油の高値傾向も続いています。省
エネルギーへの取り組みは、私たちの日々の暮
らしを守るためであり、温室効果ガス排出削減に
つながって将来の人類を救う意義も持っています。  

 身の回りでできることから、積極的に取り組んで
いきたいものです。 

 家庭での節電の取り組みについて、経済産業省
では、①減らす②ずらす③切り替える、の三つの
ポイントを挙げています。 

 減らすは、電気製品の無駄な使用を減らすこと。 

 ずらすは、電気が多く使われる時間帯を避けた
利用で、電力供給の安定化に寄与すること。 

 切り替えるは、買い替える時に省エネ型製品を
選ぶこと。 

 特に電気を多く使うエアコンや洗濯機、電子レン
ジなどで我が家に改善できることはないか、確認
してみてはいかがでしょうか。ガスや灯油を使う給
湯、暖房も、無駄のない活用を心掛けたいと思い
ます。 

 環境省が呼び掛けている「ウォームビズ」にも取
り組みましょう。暖房の室温を、20度を目安に抑
え目に設定して、1枚多く羽織ったり、首、足首を
冷やさないよう、マフラーやレッグウォーマー等を
活用したりするといいと思います。 

 地球温暖化を防ぐための着実な実践を通し、新
たな希望を開いていきましょう。 

 以上で会長挨拶を終わります。 

 有難うございました。 

mailto:qqvn2bz9k@sound.ocn.ne.jp
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〇髙木慶一60周年実行委員会        
 記念事業委員長 

 委員会報告をお持ちの方は挙手願います。 

委員会報告 稲垣政一副会長 

 12月1日にメールにて60周年記念事業に何をや
りたいか、その他ご意見をお聞きするアンケートを
お出しいたしました。アンケートまだ出してない会
員は12月13日までにお願いします。 

〇永山三芳広報委員長 

 皆さんこんにちは 広報委員会の永山です。 

デジタルフォトコンテストについて、先週もお知ら
せいたしましたが、テーマは自由に変更しました。  

 期限も今日までとしておりましたが、今週末まで  

大丈夫ですのでご応募お願いします。なお、最初
にメールで送りましたPDFの資料ですが、メール
アドレスが間違えておりました。メール本文にある
アドレスにお願いします。大変申し訳ございませ
んでした。 

幹事報告 安藤譲治幹事 

理事役員会報告 

 １月プログラムについて 

  １月19日は例会終了後、藤﨑善隆会員の等   

  覚院を訪問 

  現在の感染状況の場合、１月５日の新年会は  

  通常通り開催することで承認 

 親睦委員会よりクリスマスプレゼント企画につ
いて 

  親睦委員会片田委員長に一任することで承認 

 IA国内交流事業助成について 

  参加者１人あたり２万円、合計１２万円を上限  

  に助成することで承認 

  

幹事報告 

 国際ロータリー日本事務局より、新型コロナウ
イルス感染の再拡大防止対策として、また、変
異ウイルス「オミクロン株」への日本国政府に 

〇瀧田雅仁スマイルボックス委員長 

 半期を終えてニコニコボックスの額を各自のレ
ターボックスに入れました。ご確認お願い致します。 
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卓話～五大奉仕委員会 
     半期の反省と課題 

  

  

 

 

  

  

大島三千三会員 来年は良い年になりますように。 

澤田吉夫会員   本年も無事終りそうです。 

時庭稔会員       新米有難うございます。 

吉光寺政雄会員 荒牧会長、安藤幹事、1年の折  

 返し地点ですね。残り半期宜し
くお願いします。 

 

 

〇稲垣政一クラブ奉仕委員長 

 クラブ奉仕委員長兼副会長を仰せつかっており
ます稲垣です。 

 ただ今より半期の反省と今後の課題を発表いた
します。 

 年度初めに荒牧会長の年度目標に沿いクラブ
奉仕委員会として、次の四つの目標を掲げました。 

1. 例会の更なる充実 

2. 会員相互の親睦の推進  

3. 会員の増強  

4. 60周年記念式典の開催 

 以上の四つです。 

 1.の、例会の更なる充実については、年度当初、
コロナは落ち着きを見せており、今年度は休むこ
となく順調に開催されると思いきや、8月になり急
に、しかも今までにも増して最大の第5波が襲来し
ました。休会やむなしと思われましたが、安藤幹
事、髙木様、秋間様を中心に、関係各位のご尽力
によりオンライン例会が5回開催されました。しか
も、うち3回は外来卓話にて充実した例会となりま
した。オンライン例会については賛否両論ござい 

  

ますが、今回は緊急避難的なオンライン例会であ
り、私としては最善の対応だったと思います。  

 2.の、会員相互の親睦の推進については、例年、
予定されている、観月会、クリスマス家族会など  

が中止となり、Face To Faceの機会が失われ、
後期に期待することとなってしまいました。 

 3.の、会員の増強については、前期に入会者は
ございません。今後の課題となっております。 

 4.の、60周年記念式典の開催については、田中
徹実行委員長を中心に4月13日開催に向けて準
備が進んでおります。 

 最後に、今後の課題についてですが、オミクロン
株によって、コロナがいつ再拡大するかが課題で 

す。こと、このコロナに関しては誰も先の状況を予
想することは出来ません。もし運悪く急拡大した場
合にはクラブ奉仕委員会の活動に対して、皆様、
ご意見ご指導よろしくお願いします。 

 以上、クラブ奉仕委員会からの半期の反省と今
後の課題でした。 

〇時庭稔職業奉仕委員長 

 本年度の計画について半期の反省と後期の課
題状況について3点報告いたします。 

1. 新入会員へ「四つのテスト」の配布 

今日現在、栃木銀行支店長である渡辺会員
へ継承会員として入会「四つのテスト」を配布
いたしました。 

2. 会員手帳の配布 

1会員2部の配布を行いました。 

3. 職業奉仕月間に企業見学等を企画・実施 

今年度は、令和4年1月19日（水）に藤﨑会員 
のご協力を得て、等覚院を見学することにい
たします。 

当日は、会長挨拶の後、石山さんのバスで等 
覚院へ向かいます。移動行程として、13時5

分に石山出発、13時15分に等覚院到着の予
定です。自家用車で直接、等覚院に向かわれ
る方は、13時15分までに到着しますようお願
い致します。 

等覚院にて約13時40分まで、会員である住
職の藤﨑さんより、見学・説明をして頂く予定
です。その後、現地解散（バスで移動された
方は、石山に戻り解散）となります。 

 

  

  

〇井出法社会奉仕委員長 

 荒牧年度、社会奉仕委員長の井出です。 
 委員会メンバーは、副委員長に北畠大輔さん、
委員として鈴木隆子さん、平山博さんの計4名と
なってます。 

  

よる対策強化等を鑑みて2021年12月28日(火)

迄テレワークによる在宅勤務を延長するとの連
絡がありました。 

ニコニコボックス  時庭稔委員 
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〇泉道夫国際奉仕委員長 

〇鈴木隆子青少年奉仕委員長 

 改めましてよろしくお願いします。 

 上半期の活動内容ですが、ご存じ7月から9月は
コロナ禍が続いていたため、主に行政関係行事
（巻き狩り祭り等）が中止、社会奉仕委員会として
の主だった活動はほとんどございませんでした。 
 そういった中で、10月13日の担当卓話例会で
「せきぐち歯科医院」の関口先生にお越しいただ
き、「フィリピン医療ボランティア活動」の卓話を頂
戴いたしました。 

また、11月20日には、那須塩原市の「第17回那須
塩原市小学校対抗駅伝競走大会」への後援を行
い、当日は荒牧会長にご参加をいただき、スター
ターを務めて頂きました。 

 下半期の活動予定ですが、毎年社会奉仕委員
会で行っている各種ボランティア団体への活動資
金援助（那須山岳救助隊、那須保護区保護司会
、ボーイガールズスカウト、子供食堂等）、                                      
及び那珂川水質調査の実施等を行っていきたい
と思います。 

 よろしくお願いいたします。 

  

 青少年奉仕委員会の活動中間報告を致します。   

 本年度は黒磯ロータリークラブがホストとなって
います黒磯高校インターアクトクラブが、約18年 

に一度回ってきますインターアクト年次大会のホ
スト校になっていまして、8月9日に黒磯高校内で
「輝け！未来へのバトン」とのテーマでZOOMに
て行われました。 

 丁度コロナの影響でロータリーの例会もままな
らない状況の中でございましたが、感染対策に気
を使いながら会長、副会長、幹事様はじめ青少年
委員の皆様や多くの会員の皆様に何度も学校に
足を運んでいただきご協力頂きまして無事に行う
ことが出来ました。インターアクト年次大会の詳し
い内容につきましては、現在高校で冊子を作って
いますので、出来上がりましたら卓話の時間にご
報告いたしたいと思っています。 

 生徒さんたちがSDG’sについて勉強したいとの
希望がありまして、秋間さんと澤田さんにお骨折
り頂きまして東洋大学名誉教授の石井晴夫先生
をお呼びしての基調講演も行われました。 

 今年の5月に始めました「G1 Book Action」で
も多くの本をお寄せいただき、また買って頂いて
売上の￥62,000をインターアクトの活動資金にと
黒磯高校にお渡ししています。 

 Book Actionも例会がしばらくZOOMでしたの  皆さん、今日は。国際奉仕委員長の泉道夫で  

  

  

  

   

ございます。委員は秋葉秀樹さん、石山桂子さん、
吉光寺政雄さんの計4名で活動しております。 

 荒牧年度の目標は、コロナ感染症のため未定と
なっておりましたので、中間での発表事項はあり
ませんでした。 

 今後は2月2日の国際奉仕委員会の卓話は、市
議会議員の山本はるひ様を予定しておりますの
でよろしくお願いいたします。 
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次回例会  令和4年1月5日  担当 親睦委員会新年会 

近隣クラブ例会日 近隣クラブ例会日 

〇火曜日  西那須野/いとう屋 0287-36-0028 ○木曜日  大田原/ホテル花月 0287-54-1105 

○木曜日  大田原中央/勝田屋記念会館 0287-23-4165 ○金曜日  黒羽/ホテル花月 0287-54-1105 

12月8日 欠席者（敬称略） 
荒井昌一 秋葉秀樹 瀬尾紀夫 

前回12月1日分メークアップ(敬称略）        
泉道夫 吉光寺政雄 
 

会報委員会：吉光寺政雄・鳥居輝一・髙木慶一・瀧田雅仁・藤﨑善隆 

でお休みしていましたが、“何か身近な事から人
の役に立つ事”の一つとして再開したいと思って
おります。 

  これからの活動といたしましては、例年ですと
3月に台湾への研修があるのですが、昨年度と
同様今年度も海外へは行けませんので、3月27

日～29日の予定で体験型英語学習施設の
TOKYO GLOBAL GATEWAYにて「地区内の
インターアクターの交流および今後の国際理解
を深める活動のための語学研修」とのことで国
内交流事業が予定されています。 

 また、来年は黒磯高校の100周年の年とのこと
ですので、こちらに関しましても顧問の先生とも
相談しながら適切に支援してまいりたいと思いま
す。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

SAA 村山茂君 

〇寄贈先 豊浦小学校（写真 上） 
〇寄贈先 東原小学校（写真 下） 

ロータリー財団地区補助金活用事業 

姥 ケ 平 登 山 の 旅 2021.10.3 

 去る10月3日、相馬征
志会員を団長に、秋間会
員、鳥居会員、吉光寺の
4名で那須岳姥ケ平に紅
葉狩りに出かけました。  

 目的地に着き、休憩し
ていると見知ったお顔が。  

平山博会員と奥様も、反
対側から登山にお越しで
した。偶然の再会に喜び
つつ、充実の登山となり
ました。（吉光寺 拝） 


